
飲酒により安全運転に必要な情

報処理能力や注意力、判断力が低

下するので、ハンドルやブレーキ操作

が遅くなり交通事故につながるリス

クが高くなります。

忘年会や新年会等の時期ですが、

「少量だから」「近距離だから」は許

されません。

疲労や睡眠不足、長時間の運転

は居眠り運転の原因になりますので

適度な休憩を取る等して体調管理

を徹底しましょう。

また、周囲の状況変化の少ない単

調な直線道路等は眠気を催すので

ガム等で眠気を防止しましょう。

冬道は、普段走り慣れている道で

も事故が多くなります。

スピードを落としたり急ブレーキ

急ハンドルを避けるだけでなく、トン

ネルの出入口付近等「凍結しやすい

場所の把握」や天気予報等の確認に

よる「道路状況の事前把握」、日が

暮れる前に目的地に到着し「夜間の

運転を極力避ける」といったことを

心掛けましょう。


